■魔女の先輩はあなたを本気で愛したい
■トラック01「君の精液を分けてほしい先輩」

（SE：教室の扉が開く音）
（SE：歩いてくる音数歩）

（ここから正面３０センチほどの距離感で）

…待たせてしまったわね。ごめんなさい。
…ええ、いつものことよ。
クラスの人から、放課後遊びに行かないかって誘われて、
それを断るのに時間がかかってしまったの。
それに私、背が高いから、よく目立つんでしょうね。
この空き教室に来るだけで、他にもたくさんの人に見つかって、
話しかけられて…少し、疲れたわ。

（ここから正面１０センチほどの距離感で）

…え？　私が、学園で一番の美人として有名だから、仕方ない…？　
もう、君まで…皆、からかって言っているだけよ、そんなの。
でも、その…君に褒めてもらえるのは、嬉しいけど…♪

こほん。
そんなことより、教科書を出して。今日も勉強を見てあげるから。
だいぶ背伸びしてこの学園に入ったんだから、
ちょっとでもサボると、すぐ授業のレベルに追いつけなくなるわよ。
昔から、君が頑張り屋なのは知ってるわ。
でも、せっかく一緒の学園に通っているんだから、私も少しは力になってあげたいの。
だって…幼馴染、だもの…♪

ほら、私も準備をするから…。
ふぅ…いえ、何でもないわ…なんて言っても、君には、ばれてしまうわね。
ええ、少し悩み事があって…。どうしたらいいのか、わからないのよ。

…ありがとう。でも、いいの。今は私の悩みより、君の勉強のほうが大切よ。
…そんなことない？　私の悩みを解決するほうが先？

そう言われても…困ったわ。
その、確かに、君にお願いできることはあるの…。
むしろ、君にしかお願いできないことなんだけど、こんなことを頼むなんて…。
（少し間）
…本当？　本当に、何でもしてくれる？　
嘘じゃ、ない？
（SE：足音一歩分）
（ここから正面０センチほどの距離感で）

それなら…お願いするわ。
私に、君の精液を、分けてほしいの。
ええ、そうよ…君のおちんちんから出る、白い子種。
私に、ちょうだい…♡

（ここから正面１０センチほどの距離感で）

驚くのはわかるわ。でも、本当にどうしても必要なの。
…そうね。一から説明すると…といっても、まずは見てもらったほうが早いわね。

（SE：指をはじく音）
（SE：部屋の様子が変わる魔法SE）

どう？　さっきまで見えなかった物が、見えるようになった？　
空き教室にあるはずないもの…私の後ろにある本棚とか、あそこに並べてある植物とか…。
全て、魔法で見えないように隠していたの。ここ、私の魔法の工房なのよ。

そうよ、魔法…そう言ったわ。手品じゃないの。本物の、魔法。
すぅ…はぁ…。(補：覚悟を決めるような感じで息を整える)
私ね、ずっと君に黙っていたけど…魔女、なのよ。
冗談じゃないわ。嘘じゃないの。
今君が体験しているのは現実のことで…君の目の前にいる私は、本物の魔女…。

…ごめんなさい、怖いわよね。
子供のころ、君に出会ってからすぐ、魔女の才能に目覚めて…それからずっと、君にも周りにもこのことはずっと秘密だったの。怖がられたり、気持ち悪がられたり、されたくなかったから。特に、君にだけは…。
…もし、君が望むなら、魔法で今日のことを忘れるようにもできるわ。
魔法のことも私のことも忘れて、今まで通りにね。

でも、どうしても、私、君の協力が必要で…。
…え？　…すごい？　私のこと、怖く、ないの？
他にどんな魔法が使えるのかって…い、色々できるわ。簡単なのは、今みたいに物を隠したり動かしたり…あと、人除けの結界を張ったりもできるわ。
この空き教室も、毎回その結界を張っているのよ。
誰にも、君との時間を邪魔されたくなかったから…♪
そ、そんなに褒めないで…たまたま才能があっただけよ…♪

それで…精液のことなんだけど。ある魔法のアイテムを作るのに、男性のそれがどうしても必要なの。
…だめよ。なるべく新鮮なものじゃないといけないから。
だから、君がここで、私の目の前で…射精してくれれば、それを保管するわ…。
その代わり…私にできることなら、何でもするから…♡

（ここから右耳１０センチほどの距離感で）

本当よ…♡　私がお願いしている立場だもの。
私、こういうことには疎いから…♡
君がどうしたら、たくさん射精できるのか、教えて…♡

